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災害リスクによって、避難先や避難行動は異なります
災害時には、積極的かつ早期の避難を心がけましょう！

地 震河川氾濫

避難先のイメージ

出典：国土地理院ＨＰ

避難行動のイメージ

避難指示

河川氾濫の恐れ

避難所へ避難

地震の発生

一時避難場所
へ避難

揺れが
おさまったら

災害に関する共通の知識

事前避難で被害を免れた事例

家の手前まで土砂が迫った経験があり、それ以来事前に避難していた。
5年間で避難は20回を超え、今まで空振りだったが早めの避難をする
ことで今回命を守ることができた。

高齢者宅への避難の声掛けにより避難を開始していた。その
30分後に土砂災害が発生し、建物は全壊したが事前避難によ
り難を逃れた。

出典：平成30年度災害対応の総合的な検証、京都府災害対応の総合的な検証会議、令和元年5月
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• 急いで避難しなければならない場合に備えて、非常持ち出し品を常
備しておきましょう

• 取り出しやすい場所に置き、使用期限・消費期限も確認しましょう

〇非常時持ち出し品リスト

• 冷房・暖房の無い避難所もある
• 電気の供給が止まることがある
• 慣れない生活で、肉体的・精神的な疲労が予想される
• 開けてから時間が経過した食べ物は食中毒になる可能性がある
• 食料品・日用品が支給されるまでに時間がかかる場合がある
• 仕切りが無く、プライバシーが確保される空間になっていないことが
ある

〇避難先での生活

災害に関する共通の知識

出典：南伊豆町総合防災マップ
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避難情報 警戒レベル 住民がとるべき行動

緊急安全
確保

レベル５
・ただちに命を守る最善の行動をとる
※高層階や強固な建物・高い建物に避難する

避難指示 レベル４ ・全ての住民が避難を完了させる

高齢者等
避難

レベル３
・高齢者等の避難に時間がかかる人は避難を
開始する

市や町から発令される避難情報は、「高齢者等避難」、「避難指示」、「緊急安全確保」
の３種類です。
災害リスクがある場所にいる人のうち、避難に時間がかかる人は「高齢者等避難」、それ
以外の人は「避難指示」が避難のタイミングになります。

避難情報・避難時の心得

出典：南伊豆町総合防災マップ

〇避難時の心得

〇避難情報
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〇大雨に関する情報
・ 静岡地方気象台は、南伊豆町について以下の発表基準で
大雨警報・大雨注意報を発表します。

大雨に関する情報

出典：南伊豆町総合防災マップ



〇津波に関する情報
・津波による災害の発生が予想される場合に、地震が発生してから
約3分後を目途に津波警報（大津波、津波）または津波注意報を発表します。

5

〇高潮・波浪に関する情報
・高潮・波浪による災害の発生が予想される場合には、
高潮・波浪警報または高潮・波浪注意報を発表します。

高潮・波浪・津波に関する情報

出典：南伊豆町総合防災マップ
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〇指定区域の種類

土砂災害特別警戒区域(レッドゾーン)

・土砂災害が発生したときに生命
や身体に危害が生じるおそれの
ある地域

・土砂災害が発生したときに建物
の破壊が生じ、身体に著しい危
害が生じるおそれのある地域

土砂災害警戒区域(イエローゾーン)

〇特徴と前兆現象

出典：静岡県ホームページ 区域指定の流れ

がけ崩れ
（急傾斜地の崩壊）

土石流 地すべり

土砂災害の知識

前兆現象 崖にひび割れができる、小石が落ちてくる、地鳴りがする など

前兆現象 山鳴りがする、腐った土のにおいがする、川の水が濁る など

前兆現象 崖や斜面から水が噴き出す、井戸水・沢の水が濁る など

・急傾斜地 突然斜面が崩れ落ちるため、逃げ遅れる人が多く被害が大きい

・土石流 時速２０～４０㎞の速さで土砂が押し寄せ、一瞬で建物を破壊する

・地すべり 広範囲で土砂が動くため、被害の範囲が大きい



〇高潮
台風や発達した低気圧が通過するときに、海水面（潮位）が高くなる現象。
一旦浸水が始まると、低地には浸水被害が一気に広がる特徴がある。

〇高潮の原因

○事前の備え

•断水・停電に備え、水、食料、懐中電灯、
ラジオなどを準備する
•避難に備え、非常持出品を点検する
•ベランダの鉢植えなど、小物を取り込む
•アンテナの補強、瓦やトタンのはずれな
どを点検する

出典：国土交通省

高潮の原因には、主に以下の２種類がある。

・「台風」や「低気圧」が自分の住んでいる街に近づいているとき
・近くの海が満潮になる時間 注意が必要！

①気圧低下による「吸い上げ効果」 ②風による「吹き寄せ効果」

低気圧や台風の中心に比べ気圧
が高い周りでは、海水を押し上げ、
中心は気圧が低いため、海水を
吸い上げる。これにより海水面が
上昇する。

気圧高
押し上げ

気圧低
吸い上げ

海水面上昇

低気圧や台風の強い風が沖から海岸に
向かって吹くと海水が海岸に吹き寄せら
れ、海岸近くの海水面が上昇する。満潮
の時間と重なると、さらに海面上昇の効
果が大きくなる。

出典：静岡県河川砂防局「高潮浸水想定区域図」

•窓や戸など、応急的に必要なところは
補強する
•速攻に泥やごみが詰まっていないか
確認する
•床下浸水に備え、家財などを移動する
•むやみに外出しない

出典：国土交通省

7

高潮の知識
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地震の知識

〇液状化
地震によって地盤がやわらかくなり、安定性を失う現象。
埋立地や旧河道等で発生しやすい。

〇震度と体感
震度5弱 震度5強 震度6弱 震度6強 震度7
大半の人が恐
怖を覚え、物に
つかまりたいと
感じる

這わないと動く
ことができない

耐震性の高い木
造建物でも傾く
ことがある

立っていることが
困難になる

物につかまらな
いと歩くことが難

しい

○地震発生時の行動

●屋外では・・・
•手荷物などで頭を守る
•建物、電線、ブロック塀等から離れる
•津波に備え、沿岸部から離れる
•がけ崩れに備え、斜面から離れる

●屋内では・・・
•机の下にもぐる
•扉を開けて避難経路を確保する
•ガラスや棚、家具から離れる
•火の始末をする

●液状化が発生した場合の留意点
•液状化被害は、地震発生直後から現れる可能性がある
•マンホールなどの埋設物は、浮き上がる可能性がある
•橋梁などの構造物と避難路の間に段差が発生し、通行の妨げとなる可能性がある

○地震発生のメカニズム

出典：気象庁 南海トラフ地震の発生メカニズムの概念図

海側のプレートが陸側の
プレートの下に沈み込む

陸側のプレートが引きずり
込まれ、ひずみが蓄積する

陸側のプレートが耐えられなく
なり、限界に達して跳ね上がる
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○身を守るには？

出典：国土交通省

①とにかく逃げる
強い地震（震度４程度以上）を感じたとき、または弱い地震で
あっても長時間ゆっくりとした揺れを感じたときは、直ちに海浜か
ら離れ、急いで高台などの安全な場所へ避難しましょう。
避難誘導標識板等を確認して防潮堤の避難口・避難階段等を
用い、避難ビル・高台又は避難地等へすみやかに移動して下さ
い。

②避難に関する情報の提供
津波発生時は、防災無線や情報板から情報が提供されます。
また、津波の危険がある場所には、「津波注意」のほか、津波避
難場所を示す津波標識が設置されています。万一に備え、海の
近くにいるときには必ず確認しておきましょう。

③日頃の備え
ハザードマップ等を用いて、自宅・勤務地・学校における危険度
を把握しましょう。また、避難場所・避難経路や緊急連絡先を家
族で確認しておきましょう。

〇津波
海底で地震が発生すると引き起こされる。波が反射を繰り返すことで複数回来襲す
る。1回目の津波が一番高いとは限らないため、いち早く避難することが重要！！

出典：国土交通省中部地方整備局

木造家屋に
は避難しない

津波の知識
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南伊豆町津波避難計画

〇避難の考え方
・津波から命を守るためには、迅速かつ的確な避難が必要です。
避難の際には、以下に沿った避難を実施してください。

①津波浸水想定区域外へ避難する
（周辺に高台・地域集合場所・一次避難地がある場合には、そこに避難）

②上記の避難が不可能なエリアは、 町が既に指定している津波避難ビル
（休暇村南伊豆・壺中の天宿○文） や津波避難タワーに避難する

・南伊豆町では、以下の基準で避難を実施する必要があります。

・上記の基準で津波の到達までに避難先にたどりつくことができないエリアは、
さらに急いだ避難を実施しなければなりません。

出典：南伊豆町総合防災マップ
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南伊豆町津波避難計画

〇津波避難心得
・いざという時のために、日ごろから以下を心得ておくことが大切です。

出典：南伊豆町総合防災マップ


